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令 和 ４ 年 度 第 ４ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

令和４年８月３日 (水 )  

高松サンポート合同庁舎  

北 館 2 階 第 1 会 議 室  

 

出 席 者   公 益 側   東 、 籠 池 、 春 日 川 、 柴 田 、 髙 塚  

     労 働 者 側   大 島 、 立 石 、 土 田 、 中 村 、廣瀬  

     使 用 者 側   窪 田 、 友 國 、 濱 田 、 渡 部  

 

議  題  (１ ) 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 の 答 申 及 び  

特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 諮 問 に つ い て  

    (２ ) 令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 伝 達 に つ  

い て  

(３ ) そ の 他  

 

〇 賃 金 室 長  

定 刻 に な り ま し た の で 、た だ 今 か ら 、令 和 ４ 年 度 第 ４ 回 香 川 地 方

最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催 い た し ま す 。  

本 審 議 会 は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 新 規 感 染 者 数 の 増 加 に よ

り 参 集 と オ ン ラ イ ン の 同 時 開 催 と な っ て お り ま す 。  

委 員 の 皆 様 方 に お か れ ま し て は ご 多 忙 の 中 、ま た 、大 変 暑 い 中 ご

出 席 い た だ き 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

本 日 は 、綾 田 委 員 が 欠 席 さ れ て お り ま す が 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第

５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り ま す こ と を ご 報 告 い た

し ま す 。  

な お 、 本 日 は 傍 聴 人 と し て 1 名 の 方 が 傍 聴 さ れ て お り ま す 。  

本 日 の 資 料 の ご 確 認 を お 願 い い た し ま す 。  

資 料 № １  「 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て
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（ 報 告 ）」  

資 料 № ２  令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て（ 答

申 ）  

で ご ざ い ま す 。  

不 備 は ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 柴 田 会 長 、 議 事 の 進 行 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

本 日 の 会 議 次 第 は 、 お 手 元 の と お り で ご ざ い ま す 。  

ま ず 、議 題 １ の「 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 の 答 申 お

よ び 特 定 最 低 賃 金 改 正 決 定 の 諮 問 に つ い て 」 で す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

本 件 に つ き ま し て は 、 ７ 月 29 日 の 第 ３ 回 本 審 に お き ま し て 、 労

働 局 長 か ら「 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 」の

諮 問 を さ せ て い た だ き 、同 日 、運 営 小 委 員 会 に 付 託 し て 審 議 を し て

い た だ い た と こ ろ で す が 、そ の 結 果 が 資 料 № １ の と お り 取 り ま と め

ら れ て お り ま す の で 事 務 局 か ら ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

運 営 小 委 員 会 報 告 文 を 読 み 上 げ て 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。  

令 和 ４ 年 ７ 月 29 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田 潤 子  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 長  柴 田 潤 子  

特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て （ 報 告 ）  

当 運 営 小 委 員 会 は 、 令 和 ４ 年 ７ 月 29 日 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会

に お い て 付 託 さ れ た 標 記 に つ い て 、関 係 資 料 の 検 討 、関 係 労 使 の 意

見 聴 取 等 、慎 重 に 審 議 を 重 ね た 結 果 、下 記 の 結 論 に 達 し た の で 報 告

す る 。  

な お 、本 件 の 審 議 に 当 た っ た 運 営 小 委 員 会 の 委 員 は 、別 紙 の と お
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り で あ る 。  

 記  

１  香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造  

 業 最 低 賃 金 に つ い て 改 正 決 定 す る こ と を 必 要 と 認 め る 。  

２  香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 に つ い て 改  

正 決 定 す る こ と を 必 要 と 認 め る 。  

３  香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通  

信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 に つ い て 改 正 決 定 す る こ と を 必 要 と

認 め る 。  

 な お 、別 紙 の 各 委 員 の お 名 前 の 読 み 上 げ は 省 略 さ せ て い た だ き ま

す 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、

ご 意 見 、 ご 質 問 等 は ご ざ い ま す か 。  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  

た だ 今 の 報 告 文 に つ い て 、 ご 承 認 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

（「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

 運 営 小 委 員 会 報 告 に つ い て ご 承 認 い た だ き ま し た の で 、こ の 内 容

で 本 審 議 会 か ら 労 働 局 長 あ て に 答 申 す る こ と と い た し ま す 。  

そ れ で は 、事 務 局 か ら 答 申 文（ 案 ）を 各 委 員 に 確 認 し て も ら っ て

く だ さ い 。  

（ 答 申 文 （ 案 ） を 画 面 共 有 、 参 集 委 員 に は 配 布 ）  

〇 柴 田 会 長  

皆 さ ん ご 確 認 い た だ け た で し ょ う か 。そ れ で は 、事 務 局 で 読 み 上

げ て く だ さ い 。  
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〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 答 申 文 （ 案 ） を 読 み 上 げ ま す 。  

（ 案 ）  

令 和 ４ 年 ８ 月 ３ 日  

香 川 労 働 局 長  松 瀨 貴 裕  殿  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田 潤 子  

特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て （ 答 申 ）  

当 審 議 会 は 、令 和 ４ 年 ７ 月 29 日 付 け を も っ て 最 低 賃 金 法 第 21 条

の 規 定 に 基 づ き 貴 職 か ら 諮 問 の あ っ た「 香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生

産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」、｢香 川 県 船 舶 製 造・

修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 」及 び「 香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ

ス ・ 電 子 回 路 、 電 気 機 械 器 具 、 情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」

の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 、慎 重 に 審 議 し た 結 果 、下 記 の

と お り の 結 論 に 達 し た の で 答 申 す る 。  

 記  

「 香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製 造 業

最 低 賃 金 」、 ｢香 川 県 船 舶 製 造 ・ 修 理 業 ， 舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金 」

及 び「 香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報

通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 」に つ い て 、改 正 決 定 す る こ と を 必 要

と 認 め る 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。た だ 今 の 答 申 文（ 案 ）に つ き ま し て ご

承 認 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

（「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、 こ れ を 答 申 文 と し て 、 労 働 局 長 に 答 申 し ま す 。  
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（ 会 長 か ら 労 働 局 長 へ 答 申 文 手 交 ）  

 

〇 松 瀨 労 働 局 長  

た だ 今 、 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ き ま し て 、

運 営 小 委 員 会 で の 効 率 的 な ご 審 議 を 経 て 、速 や か な 答 申 を い た だ き

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

こ の 答 申 を 尊 重 し ま し て 、特 定 最 低 賃 金 額 の 改 正 の ご 審 議 を お 願

い す る 「 改 正 決 定 」 の 諮 問 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

こ れ ら ３ 業 種 に 係 る 特 定 最 低 賃 金 の 審 議 に つ き ま し て も 、ど う ぞ

よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

（ 労 働 局 長 か ら 、 諮 問 文 を 会 長 へ 手 交 ）  

 

〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら 、諮 問 文 の 写 し を 各 委 員 に 確 認 し て も ら っ て く だ さ い 。 

（ 各 委 員 へ 諮 問 文 （ 写 ） 画 面 共 有 、 参 集 委 員 に は 配 布 ）  

〇 柴 田 会 長  

皆 さ ん ご 確 認 で き ま し た で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、 諮 問 文 を 読 み 上 げ ま す 。  

香 労 発 基 0803 第 1 号  

令 和 ４ 年 ８ 月 ３ 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  柴 田 潤 子  殿  

香 川 労 働 局 長  松 瀨 貴 裕  

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

最 低 賃 金 法（ 昭 和 34 年 法 律 第 137 号 ）第 15 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基

づ き 、下 記 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 、貴 会 の 調 査 審 議 を お 願 い
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す る 。  

 記  

○  香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製  

造 業 最 低 賃 金 （ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ５ 号 ）  

○  香 川 県 船 舶 製 造 ・ 修 理 業 ， 舶 用 機 関 製 造 業 最 低 賃 金  

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ２ 号 ）  

○  香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報  

 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金  

（ 平 成 20 年 香 川 労 働 局 最 低 賃 金 公 示 第 ４ 号 ）  

以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

は い 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 の 労 働 局 長 か ら の 諮 問 に つ い て 、ご 意 見 、ご 質 問 等 は ご ざ

い ま す か 。  

 

〇 窪 田 委 員  

 す み ま せ ん 、 一 点 書 き ぶ り で 教 え て く だ さ い 。  

点 （ 、） と カ ン マ （ ，） の 使 い 方 に つ い て で す 。  

香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 の 後 に は 、点（ 、）と な っ て い ま す が 、香 川

県 船 舶 製 造・修 理 業 の 後 に は 、カ ン マ（ ，）と な っ て い ま す 。何 か 違

い は あ る の で す か 。 何 か 使 い 分 け が あ る の で し ょ う か 。  

 

〇 事 務 局  

 点（ 、）や カ ン マ（ ，）に つ き ま し て は 、日 本 標 準 産 業 分 類 の 表 現

を そ の ま ま 使 っ て お り ま す 。  

 

〇 窪 田 委 員  

 は い 、 わ か り ま し た 。  
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〇 柴 田 会 長  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、３ つ の 業 種 の 特 定 最 低 賃 金 に つ い て 、改 正 決 定 の 諮 問

を 受 け る こ と に い た し ま す 。  

こ の 審 議 に 当 っ て は 、専 門 部 会 を 設 置 し 審 議 す る こ と と な り ま す

が 、 事 務 局 よ り 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

本 日 、３ つ の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て の 諮 問 を 行 い ま し

た の で 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に 基 づ き 、 そ れ ぞ れ の 専 門 部 会

を 設 置 す る こ と に な り ま す 。  

そ こ で 、本 日 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ４ 項 に 基 づ き 、３ つ の

専 門 部 会 の 委 員 の 推 薦 公 示 を 行 い ま す 。  

専 門 部 会 の 委 員 に つ き ま し て は 、推 薦 の 締 切 り を 8 月 19 日（ 金 ）

と さ せ て い た だ き ま す 。  

委 員 の 任 命 は 、各 専 門 部 会 と も 、労 使 そ れ ぞ れ ３ 名 ず つ と し 、昭

和 61 年 ２ 月 14 日 の 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 答 申 で 示 さ れ た 運 用 方 針

（ １ (３ )ロ ）に 基 づ き 、３ 名 の う ち 少 な く と も ２ 名 に つ き ま し て は 、

関 係 す る 産 業 の 代 表 の 方 に お 願 い す る こ と に な り ま す 。  

ま た 、本 日 、最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ５ 項 及 び 同 法 施 行 規 則 第 11 条

第 １ 項 に 基 づ き 、 関 係 労 使 の 意 見 聴 取 の 公 示 を 行 い ま す 。  

意 見 を 記 載 し た 文 書 の 提 出 に つ き ま し て は 、 ８ 月 31 日 （ 水 ） ま

で に お 願 い で き れ ば と 思 い ま す 。  

意 見 聴 取 に つ き ま し て は 、従 来 か ら 、関 係 労 使 の 意 見 書 に よ る 聴

取 と し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  
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今 説 明 が あ り ま し た よ う に 、３ つ の 特 定 最 低 賃 金 に つ い て 専 門 部

会 を 設 置 す る と い う こ と 、各 専 門 部 会 の 委 員 の 推 薦 は 8 月 19 日（ 金 ）

ま で に 、 関 係 労 使 の 意 見 書 の 提 出 は 8 月 31 日 （ 水 ） ま で に そ れ ぞ

れ し て い た だ く と い う こ と 、そ し て 、関 係 労 使 の 意 見 聴 取 方 法 に つ

い て は 、従 来 ど お り 意 見 書 の 提 出 に よ る と い う こ と で す が 、よ ろ し

い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、３ つ の 業 種 に つ い て 、各 専 門 部 会 を 設 置 し て 審 議 を す

る こ と と い た し ま す 。  

ま た 、各 専 門 部 会 で の 関 係 労 使 の 意 見 聴 取 は 、意 見 書 の 提 出 に よ

る こ と と い た し ま す 。  

そ れ で は 、議 題 ２ の「 令 和 4 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 伝

達 に つ い て 」 で す 。  

事 務 局 よ り 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

は い 、 そ れ で は 資 料 № ２ の 答 申 文 書 を ご 覧 く だ さ い 。  

８ 月 ２ 日 に 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 長 か ら 厚 生 労 働 大 臣 あ て に 、本 年

度 の 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て の 答 申 が 出 さ れ ま し た

の で 、 ご 説 明 い た し ま す 。  

ま ず １ 頁 の と こ ろ で す 。  

令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て （ 答 申 ）  

令 和 ４ 年 ６ 月 28 日 に 諮 問 の あ っ た 令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額

改 定 の 目 安 に つ い て 、 下 記 の と お り 答 申 す る 。  

記  

１  令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て は 、そ の 金 額  

に 関 し 意 見 の 一 致 を み る に 至 ら な か っ た 。  

２  地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に お け る 審 議 に 資 す る た め 、上 記 目 安 に 関  

す る 公 益 委 員 見 解（ 別 紙 １ ）及 び 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 目 安 に 関 す  

る 小 委 員 会 報 告（ 別 紙 ２ ）を 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に 提 示 す る も の  
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と す る 。  

３  地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 審 議 の 結 果 を 重 大 な 関 心 を も っ て 見 守

る こ と と し 、同 審 議 会 に お い て 、別 紙 １ の ２ に 示 さ れ て い る 公 益

委 員 の 見 解 を 十 分 参 酌 さ れ 、自 主 性 を 発 揮 さ れ る こ と を 強 く 期 待

す る も の で あ る 。  

４  中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 が 継 続 的 に 賃 上 げ し や す い 環 境 整 備 の  

必 要 性 に つ い て は 労 使 共 通 の 認 識 で あ り 、生 産 性 向 上 の 支 援 や 官  

公 需 に お け る 対 応 を 含 め た 取 引 条 件 の 改 善 等 に 引 き 続 き 取 り 組

む こ と を 政 府 に 対 し 要 望 す る 。  

５  生 産 性 向 上 の 支 援 に つ い て は 、可 能 な 限 り 多 く の 企 業 が 各 種 の  

助 成 金 を 受 給 で き る よ う 一 層 の 取 組 を 求 め る と と も に 、特 に 、事  

業 場 内 で 最 も 低 い 時 間 給 を 一 定 以 上 引 き 上 げ 、生 産 性 向 上 に 取 り  

組 ん だ 場 合 に 支 給 さ れ る 業 務 改 善 助 成 金 に つ い て は 、原 材 料 費 等  

の 高 騰 に も 対 応 し た も の と す る こ と な ど の よ り 一 層 の 実 効 性 あ

る 支 援 の 拡 充 に 加 え 、最 低 賃 金 が 相 対 的 に 低 い 地 域 に お け る 重 点  

的 な 支 援 の 拡 充 を 強 く 要 望 す る 。  

６  下 請 取 引 の 適 正 化 に つ い て は 、「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ る 価 値  

創 造 の た め の 転 嫁 円 滑 化 施 策 パ ッ ケ ー ジ 」（ 令 和 ３ 年 12 月 ）及 び  

「 取 引 適 正 化 に 向 け た ５ つ の 取 組 」（ 令 和 ４ 年 ２ 月 ）に 基 づ き 、中  

小 企 業・小 規 模 事 業 者 が 賃 上 げ の 原 資 を 確 保 で き る よ う 、労 務 費 、 

原 材 料 費 、エ ネ ル ギ ー コ ス ト の 上 昇 分 の 適 切 な 転 嫁 に 向 け た 環 境  

整 備 を 強 く 要 望 す る 。ま た 、行 政 機 関 が 民 間 企 業 に 業 務 委 託 を 行  

っ て い る 場 合 に 、年 度 途 中 の 最 低 賃 金 額 改 定 に よ っ て 当 該 業 務 委  

託 先 に お け る 最 低 賃 金 の 履 行 確 保 に 支 障 が 生 じ る こ と が な い よ

う 、 発 注 時 に お け る 特 段 の 配 慮 を 要 望 す る 。  

 

 次 に ２ 頁 、 １ の と こ ろ で す 。  

 「 令 和 ４ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 引 上 げ 額 の 目 安 」は 、次 の

表 に 掲 げ る 金 額 と す る と い う こ と で 、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の ラ ン ク 分 け
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に な っ て お り ま し て 、Ａ・Ｂ ラ ン ク が 31 円 、Ｃ・Ｄ ラ ン ク が 30 円

と な っ て お り ま す 。  

 

 引 き 続 き ま し て 、「 労 使 の 見 解 」に 移 り ま す 。ま ず 15 頁 を ご 覧 く

だ さ い 。  

「 ２  労 働 者 側 見 解 」 に つ い て で す 。  

１ 、直 近 ２ 年 は コ ロ ナ 禍 の 影 響 を 意 識 し た 審 議 を 行 っ て き た が 、現   

在 は 社 会 活 動 の 正 常 化 も 進 み 、政 府 の 各 種 支 援 策 等 に も 支 え ら れ  

る 中 で 経 済 は 回 復 基 調 に あ る 。今 後 重 要 な こ と は 、経 済 を よ り 自  

律 的 な 成 長 軌 道 に の せ て い く こ と で あ り 、 そ の た め に は 、 経 済 ・ 

社 会 の 活 力 の 源 と な る「 人 へ の 投 資 」が 必 要 で 、そ の 重 要 な 要 素  

の １ つ が 最 低 賃 金 の 引 上 げ に ほ か な ら な い 。  

２ 、本 年 の 春 季 生 活 闘 争 で 労 働 組 合 は「 人 へ の 投 資 」を 積 極 的 に 求   

め 、中 小 企 業 を 含 め て 経 営 側 も 総 じ て こ れ に 応 え 、こ れ ま で 以 上   

の 賃 上 げ の 広 が り と 底 上 げ を 図 る こ と が で き た 。労 使 で 答 え を 出   

し た 賃 上 げ の 流 れ を 最 低 賃 金 の 引 上 げ に つ な げ 、最 低 賃 金 近 傍 で   

働 く 者 の 労 働 条 件 向 上 へ 波 及 さ せ る べ き で あ る 。  

３ 、 現 在 の 最 低 賃 金 の 水 準 で は 、 年 間 2,000 時 間 働 い て も 年 収 200

万 円 程 度 と 、い わ ゆ る ワ ー キ ン グ プ ア 水 準 に と ど ま り 、国 際 的 に

み て も 低 位 で あ る 。連 合 が 公 表 し て い る 最 低 限 必 要 な 賃 金 水 準 で

は 、最 も 低 い 県 で あ っ て も 時 間 単 価 で 950 円 を 上 回 ら な け れ ば 単

身 で も 生 活 で き な い と の 試 算 結 果 が 出 て い る こ と も 踏 ま え 、最 低

賃 金 は 生 存 権 を 確 保 し た 上 で 労 働 の 対 価 と し て ふ さ わ し い ナ シ

ョ ナ ル ミ ニ マ ム 水 準 へ 引 き 上 げ る べ き で あ る 。  

４ 、昨 今 の 急 激 な 物 価 上 昇 が 働 く 者 の 生 活 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ  

と や 、特 に 基 礎 的 支 出 項 目 等 の 伸 び が 顕 著 で あ り 、生 活 必 需 品 等   

の 切 り 詰 め る こ と が で き な い 支 出 項 目 の 上 昇 が 最 低 賃 金 近 傍 で

働 く 者 の 生 活 を 圧 迫 し て い る 。こ の 実 態 を 直 視 し 、生 活 水 準 の 維  

持・向 上 の 観 点 か ら 消 費 者 物 価 上 昇 率 を 考 慮 し た 引 上 げ が 必 要 で   
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あ る 。  

５ 、企 業 物 価 も 上 昇 し て い る こ と か ら 、中 小 企 業 に お い て 円 滑 に 価  

格 転 嫁 を で き る よ う 強 力 に 支 援 を 図 り 、も っ て 最 低 賃 金 引 上 げ に   

向 け た 環 境 を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

６ 、労 働 市 場 で も 募 集 賃 金 の 上 昇 が 見 ら れ る が 、こ れ は 労 働 力 人 口   

が 減 少 す る 現 下 の 環 境 に お い て 、企 業 が 存 続・発 展 に 向 け て 賃 上  

げ を 通 じ た 人 材 確 保 に 重 き を 置 い て い る こ と の 現 れ で あ り 、こ の  

点 も 本 年 度 の 目 安 の 決 定 に あ た り 考 慮 す べ き で あ る 。  

７ 、地 域 間 の 額 差 を こ れ 以 上 放 置 す れ ば 、労 働 力 の 流 出 に よ り 、地  

方・地 域 経 済 へ の 悪 影 響 の 懸 念 が あ る 。昨 年 度 、目 安 を 上 回 る 引    

上 げ が 行 わ れ た の は 全 て Ｄ ラ ン ク 県 で あ り 、こ れ は 人 材 確 保 に 対   

す る 地 方 の 危 機 感 の 現 れ で あ っ て 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 と し て も

こ の 点 を 受 け 止 め る べ き で あ る 。  

 以 上 を 踏 ま え 、本 年 度 は「 誰 も が 時 給 1,000 円 」へ の 通 過 点 と し

て 、「 平 均 1,000 円 」 へ の 到 達 に 向 け て こ れ ま で 以 上 に 前 進 す る 目

安 が 必 要 で あ り 、併 せ て 地 域 間 格 差 の 是 正 に 向 け て Ｃ・Ｄ ラ ン ク の

底 上 げ・額 差 改 善 に つ な が る 目 安 を 示 す べ き で あ り 、上 記 主 張 が 十

分 に 反 映 さ れ ず に 取 り ま と め ら れ た 公 益 委 員 見 解 に つ い て は 、不 満

の 意 を 表 明 し た 。  

 続 き ま し て 、「 ３  使 用 者 側 見 解 」 で す 。  

１ 、中 小 企 業 を 取 り 巻 く 経 営 環 境 に つ い て 、企 業 規 模 や 業 種 に よ り 、  

回 復 基 調 の 格 差 が 生 じ 、さ ら に 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影  

響 に よ る 景 気 の 低 迷 に 加 え 、ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に 対 す る 金  

融 制 裁 や 、エ ネ ル ギ ー 問 題 な ど の 国 際 経 済 情 勢 の 変 化 の 影 響 を 大  

き く 受 け 、 予 断 を 許 さ な い 状 況 で あ る 。  

２ 、中 小 企 業 の 労 働 分 配 率 が 80％ 程 度 と 高 い 中 、近 年 の 最 低 賃 金 は 、  

過 去 最 高 額 を 更 新 す る 引 上 げ が 行 わ れ 、影 響 率 も 高 止 ま り し て お   

り 、多 く の 中 小 企 業 か ら 経 営 実 態 を 十 分 に 考 慮 し た 審 議 が 行 わ れ  

て い な い と の 声 が あ る 。  
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３ 、今 年 度 の 目 安 に つ い て は 、引 き 続 き 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症  

や 、急 激 な 原 材 料 費 等 の 高 騰 や 物 価 の 上 昇 、円 安 の 進 行 、海 外 情   

勢 等 の 影 響 を 受 け て い る 中 小 企 業 の 経 営 状 況 や 、地 域 経 済 の 実 情  

を 各 種 資 料 か ら 的 確 に 読 み 取 り 、各 種 デ ー タ に よ る 明 確 な 根 拠 を  

基 に 、納 得 感 の あ る 目 安 額 を 提 示 で き る よ う 、最 低 賃 金 法 第 ９ 条    

に お け る ３ 要 素 に 基 づ い て 慎 重 な 審 議 を 行 う べ き 。  

４ 、地 方 に お け る 昨 年 度 の 答 申 に 対 す る 不 信・不 満 を 払 拭 で き る よ  

う 、地 方 が 納 得 で き る 目 安 を 示 す べ く 議 論 を 尽 く し た い 。目 安 額  

と そ れ を 導 き 出 す ロ ジ ッ ク に つ い て 、地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 委 員  

や 、目 安 額 を 報 道 で 知 る こ と と な る 労 働 者・企 業 が 納 得 で き る も  

の を 示 す こ と が 求 め ら れ る 。  

５ 、「 生 産 性 が 向 上 し 、賃 上 げ の 原 資 と な る 収 益 が 拡 大 し た 企 業 が 、

自 主 的 に 賃 上 げ す る 」と い う 経 済 の 好 循 環 を 機 能 さ せ る こ と が 重

要 で あ り 、ス ム ー ズ な 好 循 環 の 実 現 の た め 、中 小 企 業 に 対 す る 一

層 の 支 援 を 含 め 、産 業 構 造 上 の 上 流 か ら 下 流 ま で 、企 業 規 模 に か

か わ ら な い 、さ ら な る 生 産 性 の 向 上 や 価 格 転 嫁 も 含 む 取 引 環 境 の

適 正 化 へ の 支 援 等 の 充 実 が 不 可 欠 で あ る 。  

６ 、中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 目 安 額 は 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 拘 束 す る   

性 質 の も の で は な い こ と を 小 委 員 会 報 告 に 明 記 し 、さ ら に 地 方 最  

低 賃 金 審 議 会 は 地 域 別 最 低 賃 金 額 及 び 発 効 日 に つ い て 、当 該 地 域  

の 実 態 を 踏 ま え て 決 定 で き る こ と を 確 認 し た い 。  

７ 、各 種 統 計 等 に 基 づ く 審 議 を 行 う べ き こ と 、中 小 企 業 の 賃 金 引 上  

げ の 実 態 を 示 し 、３ 要 素 を 総 合 的 に 表 し て い る「 賃 金 改 定 状 況 調   

査 結 果 」の 、と り わ け 第 ４ 表 を 重 視 す る 旨 を 従 来 か ら 主 張 し て お   

り 、令 和 ２ 年 度・３ 年 度 は 、「 コ ロ ナ 感 染 症 と い う 未 曾 有 の 影 響 が  

あ り 、も は や 通 常 の 経 済 活 動 が で き る 状 況 と は 言 え な い 特 殊 な 事  

情 で あ っ た こ と か ら 、第 ４ 表 に 重 点 を 置 い た 議 論 が で き な か っ た 」 

と い う こ と で あ り 、今 後 も 第 ４ 表 を 重 視 し つ つ 、他 の 指 標 も 勘 案  

し て 目 安 審 議 を 進 め て い く ス タ ン ス に 変 わ り な い 。  
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８ 、今 年 度 は コ ロ ナ 禍 に お い て も 雇 用 を 維 持 し な が ら 、必 死 に 経 営  

を 維 持 し て き た 企 業 の「 通 常 の 事 業 の 賃 金 支 払 能 力 」を 最 も 重 視   

し て 審 議 し て い く 必 要 が あ る 。  

 上 記 主 張 が 十 分 に 反 映 さ れ ず に 取 り ま と め ら れ た 公 益 委 員 見 解

に つ い て は 、 不 満 の 意 を 表 明 し た 。  

 続 き ま し て 、 こ れ を 受 け ま し て 、 公 益 委 員 の 見 解 で す 。  

２ 頁 を ご 覧 く だ さ い 。 ２ 頁 の ２ で す 。  

(１ )目 安 小 委 員 会 は 、 今 年 度 の 目 安 審 議 に 当 た っ て 、 平 成 29 年

全 員 協 議 会 報 告 の ３ (２ )で 合 意 さ れ た 今 後 の 目 安 審 議 の 在 り 方 を

踏 ま え 、特 に 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に お け る 自 主 性 発 揮 が 確 保 で き る

よ う 整 備 充 実 や 取 捨 選 択 を 行 っ た 資 料 を 基 に す る と と も に 、「 新 し

い 資 本 主 義 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 及 び 実 行 計 画 」及 び「 新 し い 資 本 主

義 実 行 計 画 工 程 表 」 並 び に 「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2022」

に 配 慮 し 、最 低 賃 金 法 第 ９ 条 第 ２ 項 の ３ 要 素 を 考 慮 し た 審 議 を 行 っ

て き た 。  

 引 き 続 き ま し て 、 ３ 頁 の 一 番 下 の 所 、「 エ  各 ラ ン ク の 引 上 げ 額

の 目 安 」と い う 所 に 、総 括 的 に 取 り ま と め ら れ て い ま す の で 、ご 覧

く だ さ い 。  

 最 低 賃 金 法 に 基 づ く 3 要 素 で あ る  

１ 、賃 金 に つ い て は 、春 季 賃 上 げ 妥 結 状 況 に お け る 賃 金 引 上 げ の 水   

準 が 反 転 し て い る こ と に 加 え 、今 年 の 賃 金 改 定 状 況 調 査 結 果 第 ４  

表 ① ② に お け る 賃 金 上 昇 率 は 、平 成 14 年 以 降 最 大 で あ る も の の 、  

当 該 結 果 に は 今 年 ４ 月 以 降 の 消 費 者 物 価 の 上 昇 分 が 十 分 に 勘 案

さ れ て い な い 可 能 性 が あ る 。  

２ 、労 働 者 の 生 計 費 に つ い て は 、必 需 品 的 な 支 出 項 目 に 係 る 消 費 者  

物 価 の 上 昇 も 勘 案 す れ ば 、今 年 度 の 引 上 げ 率 は 、今 年 ４ 月 の「 持  

家 の 帰 属 家 賃 を 除 く 総 合 」 が 示 す 3.0％ を 一 定 程 度 上 回 る 水 準 と  

す る こ と が 考 え ら れ る 。さ ら に 、最 低 賃 金 に つ い て 、政 府 が「 で  

き る 限 り 早 期 に 全 国 加 重 平 均 が 1,000 円 以 上 」と な る こ と を 目 指  
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し て い る こ と も 踏 ま え れ ば 、可 能 な 限 り 最 低 賃 金 を 引 き 上 げ る こ  

と が 望 ま し い 。  

３ 、通 常 の 事 業 の 賃 金 支 払 能 力 に つ い て は 、企 業 の 利 益 や 業 況 に お  

い て 、コ ロ ナ 禍 か ら の 改 善 傾 向 は 見 ら れ る も の の 、労 働 分 配 率 が   

比 較 的 高 い 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 に お い て は 、コ ロ ナ 禍 や 原 材  

料 費 等 の 高 騰 に よ り 賃 上 げ 原 資 を 確 保 す る こ と が 難 し い 企 業 も

少 な く な い 。そ う し た 中 で 、最 低 賃 金 は 、企 業 の 経 営 状 況 に か か  

わ ら ず 、労 働 者 を 雇 用 す る 全 て の 企 業 に 適 用 さ れ 、そ れ を 下 回 る  

場 合 に は 罰 則 の 対 象 と な る こ と も 考 慮 す れ ば 、引 上 げ 率 の 水 準 に  

は 一 定 の 限 界 が あ る と 考 え ら れ る 。  

こ れ ら を 総 合 的 に 勘 案 し 、今 年 度 の 各 ラ ン ク の 引 上 げ 額 の 目 安 を

検 討 す る に 当 た っ て は 3.3％ を 基 準 と し て 検 討 す る こ と が 適 当 で あ

る と 考 え ら え る 。  

 各 ラ ン ク の 目 安 額 に つ い て は 、① 賃 金 改 定 状 況 調 査 結 果 第 ４ 表 に

お け る 賃 金 上 昇 率 は Ｄ ラ ン ク が 高 い も の の 、今 年 １ ～ ６ 月 の 消 費 者

物 価 の 上 昇 率 は 、Ａ・Ｂ ラ ン ク が や や 高 め に 推 移 し て い る こ と 、②

昨 年 度 は Ａ ラ ン ク の 地 域 を 中 心 に 雇 用 情 勢 が 悪 化 し て い た こ と 等

も 踏 ま え て 全 ラ ン ク 同 額 と し た が 、今 年 度 は Ａ ラ ン ク に お い て も 足

下 で は 雇 用 情 勢 が 改 善 し て い る こ と か ら 、Ａ・Ｂ ラ ン ク は 相 対 的 に

高 い 目 安 額 と す る こ と が 適 当 で あ る と 考 え ら れ る 。一 方 、③ 地 域 間

格 差 へ の 配 慮 の 観 点 か ら 少 な く と も 地 域 別 最 低 賃 金 の 最 高 額 に 対

す る 最 低 額 の 比 率 を 引 き 続 き 上 昇 さ せ て い く 必 要 が あ る こ と 等 も

考 慮 す れ ば 、Ａ・Ｂ ラ ン ク と Ｃ・Ｄ ラ ン ク の 目 安 額 の 差 は １ 円 と す

る こ と が 適 当 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 続 き ま し て 、「 オ  政 府 に 対 す る 要 望 」 で す 。  

 今 年 度 は ４ 月 以 降 に 消 費 者 物 価 が 上 昇 し た こ と も あ り 、結 果 と し

て 、 ３ 要 素 の う ち 、 特 に 労 働 者 の 生 計 を 重 視 し た 目 安 額 と し た 。  

こ の た め 、今 年 度 の 目 安 額 は 、コ ロ ナ 禍 や 原 材 料 費 等 の 高 騰 と い

っ た 企 業 経 営 を 取 り 巻 く 環 境 を 踏 ま え れ ば 、特 に 中 小 企 業・小 規 模
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事 業 者 の 賃 金 支 払 能 力 の 点 で 厳 し い も の で あ る と 言 わ ざ る を 得 な

い 。  

 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 が 継 続 的 に 賃 上 げ し や す い 環 境 整 備 の 必

要 性 に つ い て は 労 使 共 通 の 認 識 で あ り 、生 産 性 向 上 の 支 援 や 官 公 需

に お け る 対 応 を 含 め た 取 引 条 件 の 改 善 等 に 引 き 続 き 取 り 組 む こ と

を 政 府 に 対 し 要 望 す る 。  

 生 産 性 向 上 の 支 援 に つ い て は 、可 能 な 限 り 多 く の 企 業 が 各 種 の 助

成 金 を 受 給 で き る よ う 一 層 の 取 組 を 求 め る と と も に 、特 に 、事 業 場

内 で 最 も 低 い 時 間 給 を 一 定 以 上 引 き 上 げ 、生 産 性 向 上 に 取 り 組 ん だ

場 合 に 支 給 さ れ る 業 務 改 善 助 成 金 に つ い て は 、原 材 料 費 等 の 高 騰 に

も 対 応 し た も の と す る な ど 、よ り 一 層 の 実 効 性 あ る 支 援 の 拡 充 を 強

く 要 望 す る 。ま た 、最 低 賃 金 に つ い て 、地 域 間 格 差 に も 配 慮 し つ つ 、

引 き 上 げ て い く た め に は 、特 に 、最 低 賃 金 が 相 対 的 に 低 い 地 域 に お

い て 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 が 賃 上 げ し や す い 環 境 整 備 が 必 要 で

あ る 。こ の た め 、政 府 に 対 し 、業 務 改 善 助 成 金 に つ い て 、最 低 賃 金

が 相 対 的 に 低 い 地 域 に お け る 重 点 的 な 支 援 の 拡 充 を 強 く 要 望 す る 。 

 さ ら に 、 下 請 取 引 の 適 正 化 に つ い て は 、「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ

る 価 値 創 造 の た め の 転 嫁 円 滑 化 施 策 パ ッ ケ ー ジ 」（ 令 和 ３ 年 12 月 ）

及 び「 取 引 適 正 化 に 向 け た ５ つ の 取 組 」（ 令 和 ４ 年 ２ 月 ）に 基 づ き 、

中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 が 賃 上 げ の 原 資 を 確 保 で き る よ う 、労 務 費 、

原 材 料 費 、エ ネ ル ギ ー コ ス ト の 上 昇 分 の 適 切 な 転 嫁 に 向 け た 環 境 整

備 を 強 く 要 望 す る 。  

 と い う の が 、公 益 委 員 の 見 解 と な っ て お り ま す 。説 明 に つ い て は

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 の 説 明 に 対 し て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 は ご ざ い

ま せ ん か 。  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  
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次 に 、 議 題 （ ３ ） の 「 そ の 他 」 に 入 り ま す 。  

各 委 員 の 方 で 何 か ご ざ い ま す か 。  

事 務 局 か ら 何 か ご ざ い ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

特 定 最 低 賃 金 の 効 力 発 生 日 に つ い て は 、「 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め

方 等 」に よ り 、令 和 ４ 年 12 月 15 日 を 努 力 目 標 と す る と さ れ て お り

ま す の で 、各 専 門 部 会 で の 答 申 は 10 月 14 日（ 金 ）ま で に お 願 い す

る こ と と な り ま す 。  

こ の 後 、委 員 の 皆 様 に は 、事 務 連 絡 が あ り ま す の で 、こ の 場 に 残

っ て い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 用 意 し た 議 題 は 終 わ り ま し た が 、他 に ご 発 言 等 、ご ざ い

ま せ ん か 。  

な け れ ば 、 第 ４ 回 本 審 を 閉 会 い た し ま す 。  

ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

― ― 了 ― ―  

 

 

 

 


